　動物科学特論I
第346回Zoological Conference
日時：　11月10日（水）16:30-17:30　

演者：　佐藤　政充　助教
東京大学大学院理学系研究科生物化学専攻
演題：紡錘体（スピンドル）微小管の形成と染色体分配　

〜分裂酵母を題材として
微小管は細胞骨格をつくる繊維状の構造物として知られ、チューブリンタンパク質が重合することによって形成される。細胞周期の間期には、微小管は細胞質に網目状に形成され、細胞質微小管（間期微小管）として細胞の極性維持に重要な働きを担う。これに対して、分裂期には、紡錘体微小管（スピンドル）として核内に形成され、複製された染色体を左右に引っ張って2組に分配する役割を担う。このように、微小管は細胞周期の時期によって、その構成される場所も機能も大きく異なっている。間期微小管の異常は細胞極性の異常をもたらし、分裂期の紡錘体微小管の異常は染色体の分配異常をもたらし、細胞の癌化や細胞死の原因となる可能性が指摘されている。したがって、細胞周期の時期に応じた微小管の形成制御はきわめて厳密に制御されなければならない。しかし、その分子機構は未知のところが多い。近年我々は分裂酵母において、微小管結合タンパク質Alp7/TACC (transforming acidic coiled-coil)およびAlp14/TOG (tumor overexpressed gene)の核・細胞質間輸送が、微小管の時空間的制御に重要な働きを担うことを明らかにしており、これまでの知見をまとめて報告する。
場所：理学部２号館 第1講義室（201号室）
担当：　東京大学大学院理学系研究科・生物科学専攻・動物学大講座 
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